
(57)【要約】

【課題】輝度と開口率とを共に高く維持したままインパ

ルシブ駆動を実現できる有機発光表示装置を提供する。

【解決手段】本発明による表示装置の各画素では、外部

からスイッチングトランジスタを通して供給されるデー

タ電圧に応じて駆動トランジスタが発光素子に駆動電流

を供給する。各画素には更に、第１キャパシタが設けら

れ、それを通して外部から駆動トランジスタに対して電

圧信号が印加される。特にスイッチングトランジスタが

オフ状態にあるとき、その電圧信号に応じて駆動トラン

ジスタがターンオフする。

【選択図】図2
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 発 光 素 子 、
　 デ ー タ 電 圧 に 応 じ て 前 記 発 光 素 子 に 駆 動 電 流 を 供 給 し 、 所 定 の 電 圧 信 号 に 応 じ て タ ー ン
オ フ す る 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 、
　 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 連 結 さ れ 、 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ へ の 前 記 デ ー タ 電 圧 の 伝 達 を
制 御 す る ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ 、 及 び 、
　 前 記 電 圧 信 号 を 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 伝 達 す る 第 １ キ ャ パ シ タ 、
を 含 む 複 数 の 画 素 、 を 有 す る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 画 素 が 、 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 入 力 端 子 と 制 御 端 子 と の 間 に 連 結 さ れ て い る 第 ２
キ ャ パ シ タ を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ キ ャ パ シ タ が 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 制 御 端 子 に 連 結 さ れ 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ
ト ラ ン ジ ス タ が オ フ 状 態 で あ る 場 合 、 前 記 電 圧 信 号 の 変 化 、 及 び 、 前 記 第 １ キ ャ パ シ タ と
前 記 第 ２ キ ャ パ シ タ と の 間 の 容 量 比 に よ り 、 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 制 御 端 子 の 電 圧 が 決
定 さ れ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 電 圧 信 号 の レ ベ ル の 範 囲 が 、 第 １ 電 圧 レ ベ ル 、 及 び 、 前 記 第 １ 電 圧 レ ベ ル よ り 低 い
第 ２ 電 圧 レ ベ ル を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 電 圧 信 号 の レ ベ ル が 前 記 第 ２ 電 圧 レ ベ ル に 等 し い 場 合 、 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ が タ
ー ン オ フ す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 垂 直 同 期 信 号 の ブ ラ ン キ ン グ 期 間 で 前 記 電 圧 信 号 の レ ベ ル が 前 記 第 ２ 電 圧 レ ベ ル に 等 し
い 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 複 数 の 画 素 が マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ 、 前 記 電 圧 信 号 の レ ベ ル が 前 記 画 素 の マ ト
リ ッ ク ス の 行 ご と に 前 記 第 ２ 電 圧 レ ベ ル に 変 化 す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 発 光 素 子 、 及 び 、 前 記 発 光 素 子 に 駆 動 電 流 を 供 給 す る 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 、 を 含 む 複 数 の
画 素 、 を 有 す る 表 示 装 置 、 を 駆 動 す る 方 法 で あ り 、
　 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 対 し て デ ー タ 電 圧 を 印 加 し て 前 記 発 光 素 子 を 発 光 さ せ る 段 階 、
及 び 、
　 第 １ キ ャ パ シ タ を 通 し て 所 定 の 電 圧 信 号 を 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 対 し て 印 加 し 、 前 記
電 圧 信 号 に 応 じ て 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ を タ ー ン オ フ さ せ る 段 階 、
を 有 す る 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 電 圧 信 号 の レ ベ ル の 範 囲 が 、 第 １ 電 圧 レ ベ ル 、 及 び 、 前 記 第 １ 電 圧 レ ベ ル よ り 低 い
第 ２ 電 圧 レ ベ ル を 含 む 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 電 圧 信 号 の レ ベ ル が 前 記 第 ２ 電 圧 レ ベ ル に 等 し い 場 合 、 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ が タ
ー ン オ フ す る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 垂 直 同 期 信 号 の ブ ラ ン キ ン グ 期 間 で 前 記 電 圧 信 号 の レ ベ ル が 前 記 第 ２ 電 圧 レ ベ ル に 等 し
い 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 基 板 、
　 前 記 基 板 の 上 に 形 成 さ れ て い る 走 査 信 号 線 、
　 前 記 基 板 の 上 に 形 成 さ れ 、 前 記 走 査 信 号 線 か ら 分 離 さ れ て い る 電 圧 信 号 線 、
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　 前 記 走 査 信 号 線 と 前 記 電 圧 信 号 線 と の 上 に 形 成 さ れ て い る 絶 縁 膜 、
　 前 記 絶 縁 膜 の 上 に 形 成 さ れ て い る デ ー タ 線 、
　 前 記 絶 縁 膜 の 上 に 形 成 さ れ 、 前 記 デ ー タ 線 か ら 分 離 さ れ て い る 駆 動 電 圧 線 、
　 前 記 走 査 信 号 線 と 前 記 デ ー タ 線 と に 連 結 さ れ て い る ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ 、
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 駆 動 電 圧 線 と に 連 結 さ れ て い る 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ
、
　 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 連 結 さ れ て い る 画 素 電 極 、 及 び 、
　 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 電 気 的 に 連 結 さ れ 、 前 記 電 圧 信 号 線 と 重 な っ て い る 導 電 体 、
を 有 す る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 電 圧 信 号 線 が 前 記 走 査 信 号 線 と 並 び 、 前 記 駆 動 電 圧 線 が 前 記 デ ー タ 線 と 並 ん で い る
、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ が 、
　 　 前 記 導 電 体 に 電 気 的 に 連 結 さ れ て い る ゲ ー ト 電 極 、
　 　 前 記 絶 縁 膜 の 上 に 形 成 さ れ 、 前 記 ゲ ー ト 電 極 の 上 に 位 置 す る 半 導 体 、
　 　 前 記 半 導 体 の 上 に 形 成 さ れ 、 前 記 駆 動 電 圧 線 に 連 結 さ れ て い る ソ ー ス 電 極 、 及 び 、
　 　 前 記 ソ ー ス 電 極 と 対 向 し 、 前 記 画 素 電 極 に 連 結 さ れ て い る ド レ イ ン 電 極 、
を 含 む 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 電 圧 信 号 線 が 前 記 ゲ ー ト 電 極 と 同 じ 層 に 位 置 し 、 前 記 ゲ ー ト 電 極 と 同 一 の 物 質 で 形
成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 導 電 体 が 前 記 ソ ー ス 電 極 と 同 じ 層 に 位 置 し 、 前 記 ソ ー ス 電 極 と 同 一 の 物 質 で 形 成 さ
れ て い る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 表 示 装 置 及 び そ の 駆 動 方 法 に 関 し 、 特 に 、 各 画 素 に 設 置 さ れ た 駆 動 ト ラ ン ジ ス
タ の 駆 動 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ や テ レ ビ な ど の 軽 量 化 及 び 薄 形 化 に 伴 い 、 表 示 装 置 の 軽
量 化 及 び 薄 形 化 が 進 ん で い る 。 特 に 、 従 来 の 陰 極 線 管 （ Ｃ Ｒ Ｔ ） が 平 板 表 示 装 置 に 代 替 さ
れ て い る 。 平 板 表 示 装 置 に は 、 液 晶 表 示 装 置 （ Ｌ Ｃ Ｄ ） 、 電 界 放 出 表 示 装 置 （ Ｆ Ｅ Ｄ ） 、
有 機 発 光 表 示 装 置 、 プ ラ ズ マ 表 示 装 置 （ Ｐ Ｄ Ｐ ） な ど が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 般 に 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 平 板 表 示 装 置 で は 、 複 数 の 画 素 が 画 面 上 に マ ト リ ッ
ク ス 状 に 配 列 さ れ 、 与 え ら れ た 輝 度 情 報 に 応 じ て 個 別 に 発 光 す る 。 そ れ に よ り 、 画 面 に 画
像 が 表 示 さ れ る 。 特 に 有 機 発 光 表 示 装 置 で は 、 各 画 素 の 発 光 素 子 に 含 ま れ て い る 蛍 光 性 有
機 物 質 が 電 気 的 に 励 起 さ れ る こ と に よ り 、 各 画 素 が 自 ら 発 光 す る 。 す な わ ち 、 有 機 発 光 表
示 装 置 は 自 発 光 型 で あ る 。 そ れ に よ り 、 有 機 発 光 表 示 装 置 は 他 の 平 板 型 表 示 装 置 に 比 べ 、
消 費 電 力 が 低 い 、 視 野 角 が 広 い 、 画 素 の 応 答 が 速 い 、 等 の 利 点 を 持 つ 。 特 に 、 高 画 質 の 動
画 を 表 示 す る の に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 有 機 発 光 表 示 装 置 で は 、 各 画 素 が 、 有 機 発 光 素 子 （ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ） と 、 そ れ を 駆 動 す る た め
の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ Ｆ Ｔ ） と を 備 え て い る 。 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は 、 活 性 層 の 種 類 に よ
り 、 多 結 晶 シ リ コ ン 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 非 晶 質 シ リ コ ン 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と に 大 別 さ れ る
。 多 結 晶 シ リ コ ン 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は 、 そ の 多 様 な 長 所 に よ り 、 有 機 発 光 表 示 装 置 で 広 く
使 用 さ れ て い る 。 し か し 、 多 結 晶 シ リ コ ン 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 有 機 発 光 素 子 の 駆 動 ト ラ ン
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ジ ス タ と し て 採 用 し た 有 機 発 光 表 示 装 置 に は 、 製 造 工 程 が 複 雑 で あ る 、 製 造 コ ス ト が 高 い
、 大 画 面 化 が 難 し い 、 等 の 課 題 が あ る 。 そ れ に 対 し 、 非 晶 質 シ リ コ ン 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を
採 用 し た 有 機 発 光 表 示 装 置 は 、 大 画 面 化 が 容 易 で あ り 、 製 造 工 程 数 が 比 較 的 少 な い 。 し か
し 、 非 晶 質 シ リ コ ン 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に は 、 バ イ ア ス ス ト レ ス に 対 す る 安 定 性 が 比 較 的 低
い と い う 課 題 が あ る 。 特 に 、 入 出 力 間 に 高 い 駆 動 電 圧 が 印 加 さ れ て い る 非 晶 質 シ リ コ ン 薄
膜 ト ラ ン ジ ス タ の 制 御 端 子 に 対 し 、 直 流 の 制 御 電 圧 が 長 時 間 印 加 さ れ 続 け る 場 合 、 時 間 の
経 過 に 伴 っ て 出 力 電 流 が 減 少 す る 。 有 機 発 光 表 示 装 置 は ホ ー ル ド タ イ プ の 表 示 装 置 で あ る
の で 、 制 御 電 圧 が 一 定 に 維 持 さ れ て い る 期 間 に 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 出 力 電 流 が 上 記 の よ う
に 減 少 す る と 、 画 面 上 で は 、 特 に 動 い て い る 物 体 の 輪 郭 が 不 鮮 明 に な る お そ れ が 生 じ る （
ブ ラ ー リ ン グ （ blurring） 現 象 と い う ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ブ ラ ー リ ン グ 現 象 は 、 有 機 発 光 表 示 装 置 に 限 ら ず 、 ホ ー ル ド タ イ プ の 表 示 装 置 全 般 に 見
ら れ る 。 そ れ ら の 表 示 装 置 で ブ ラ ー リ ン グ 現 象 を 防 止 す る た め の 従 来 の 方 法 と し て は 、 例
え ば （ 疑 似 ） イ ン パ ル ス 駆 動 が 知 ら れ て い る 。 イ ン パ ル ス 駆 動 で は 、 各 フ レ ー ム の 所 定 期
間 に 、 画 面 全 体 を ブ ラ ッ ク に す る 映 像 （ ブ ラ ッ ク 映 像 ） が 挿 入 さ れ る 。 そ れ に よ り 、 画 面
を 見 る 人 の 目 に 残 像 を 与 え に く く し て 動 画 を 鮮 明 に す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2003－ 029708号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 イ ン パ ル ス 駆 動 で は 、 各 フ レ ー ム に ブ ラ ッ ク 映 像 が 挿 入 さ れ る の で 、 十 分 に 高 い 輝 度 を
維 持 す る こ と が 難 し い 。 さ ら に 、 映 像 信 号 自 体 に ブ ラ ッ ク 映 像 の 信 号 を 挿 入 す る 場 合 、 そ
の フ レ ー ム 周 波 数 を 高 く し な け れ ば な ら な い の で 、 例 え ば 駆 動 装 置 に 搭 載 さ れ る メ モ リ と
し て Ｄ Ｄ Ｒ （ Double　 Data　 Rate） メ モ リ を 使 用 し な け れ ば な ら な い 等 、 製 造 コ ス ト の 低
減 が 困 難 で あ る 。 一 方 、 各 画 素 に 対 し て ブ ラ ッ ク 映 像 に 相 当 す る 電 圧 信 号 を 本 来 の デ ー タ
電 圧 と は 別 に 印 加 す る 場 合 、 そ の 電 圧 信 号 と デ ー タ 電 圧 と を 切 り 換 え る た め の 新 た な ト ラ
ン ジ ス タ を 各 画 素 内 に 形 成 し な け れ ば な ら な い 。 従 っ て 、 各 画 素 の 開 口 率 を 高 く 維 持 す る
こ と が 困 難 で あ る 。
　 本 発 明 の 目 的 は 、 輝 度 と 開 口 率 と を 共 に 高 く 維 持 し た ま ま イ ン パ ル シ ブ 駆 動 を 実 現 で き
る 有 機 発 光 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 観 点 に よ る 表 示 装 置 は 複 数 の 画 素 を 有 す る 。 各 画 素 は 、
　 発 光 素 子 、
　 デ ー タ 電 圧 に 応 じ て 発 光 素 子 に 駆 動 電 流 を 供 給 し 、 所 定 の 電 圧 信 号 に 応 じ て タ ー ン オ フ
す る 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 、
　 そ の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 連 結 さ れ 、 そ の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ へ の デ ー タ 電 圧 の 伝 達 を 制 御
す る ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ 、 及 び 、
　 上 記 の 電 圧 信 号 を 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 伝 達 す る 第 １ キ ャ パ シ タ 、 を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の 画 素 は 好 ま し く は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 入 力 端 子 と 制 御 端 子 と の 間 に 連 結 さ れ て
い る 第 ２ キ ャ パ シ タ を さ ら に 含 む 。 そ の 場 合 、 第 １ キ ャ パ シ タ は 好 ま し く は 、 駆 動 ト ラ ン
ジ ス タ の 制 御 端 子 に 連 結 さ れ て い る 。 さ ら に 、 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ が オ フ 状 態 で あ
る 場 合 、 上 記 の 電 圧 信 号 の 変 化 、 及 び 、 第 １ キ ャ パ シ タ と 第 ２ キ ャ パ シ タ と の 間 の 容 量 比
に よ り 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 制 御 端 子 の 電 圧 が 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 電 圧 信 号 の レ ベ ル の 範 囲 は 、 第 １ 電 圧 レ ベ ル 、 及 び 、 そ の 第 １ 電 圧 レ ベ ル よ り 低
い 第 ２ 電 圧 レ ベ ル を 含 む 。 電 圧 信 号 の レ ベ ル が 第 ２ 電 圧 レ ベ ル に 等 し い 場 合 、 駆 動 ト ラ ン
ジ ス タ が タ ー ン オ フ す る 。 好 ま し く は 、 垂 直 同 期 信 号 の ブ ラ ン キ ン グ 期 間 で 電 圧 信 号 の レ
ベ ル が 第 ２ 電 圧 レ ベ ル に 等 し い 。 さ ら に 、 複 数 の 画 素 が マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ て い る
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場 合 、 電 圧 信 号 の レ ベ ル が 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 行 ご と に 第 ２ 電 圧 レ ベ ル に 変 化 し て も 良 い
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 別 の 観 点 に よ る 表 示 装 置 は 、
　 基 板 、
　 そ の 基 板 の 上 に 形 成 さ れ て い る 走 査 信 号 線 、
　 そ の 基 板 の 上 に 形 成 さ れ 、 走 査 信 号 線 か ら 分 離 さ れ て い る 電 圧 信 号 線 、
　 走 査 信 号 線 と 電 圧 信 号 線 と の 上 に 形 成 さ れ て い る 絶 縁 膜 、
　 そ の 絶 縁 膜 の 上 に 形 成 さ れ て い る デ ー タ 線 、
　 そ の 絶 縁 膜 の 上 に 形 成 さ れ 、 デ ー タ 線 か ら 分 離 さ れ て い る 駆 動 電 圧 線 、
　 走 査 信 号 線 と デ ー タ 線 と に 連 結 さ れ て い る ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ 、
　 そ の ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ と 駆 動 電 圧 線 と に 連 結 さ れ て い る 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ 、
　 そ の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 連 結 さ れ て い る 画 素 電 極 、 及 び 、
　 そ の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ と 電 気 的 に 連 結 さ れ 、 電 圧 信 号 線 と 重 な っ て い る 導 電 体 、 を 有 す
る 。 好 ま し く は 、 電 圧 信 号 線 が 走 査 信 号 線 と 並 び 、 駆 動 電 圧 線 が デ ー タ 線 と 並 ん で い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ は 好 ま し く は 、
　 上 記 の 導 電 体 と 電 気 的 に 連 結 さ れ て い る ゲ ー ト 電 極 、
　 上 記 の 絶 縁 膜 の 上 に 形 成 さ れ 、 ゲ ー ト 電 極 の 上 に 位 置 す る 半 導 体 、
　 そ の 半 導 体 の 上 に 形 成 さ れ 、 上 記 の 駆 動 電 圧 線 に 連 結 さ れ て い る ソ ー ス 電 極 、 及 び 、
　 そ の ソ ー ス 電 極 と 対 向 し 、 上 記 の 画 素 電 極 に 連 結 さ れ て い る ド レ イ ン 電 極 、 を 含 む 。 電
圧 信 号 線 は 好 ま し く は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト 電 極 と 同 じ 層 に 位 置 し 、 そ の ゲ ー ト 電
極 と 同 一 の 物 質 で 形 成 さ れ て い る 。 導 電 体 は 好 ま し く は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス 電 極
と 同 じ 層 に 位 置 し 、 そ の ソ ー ス 電 極 と 同 一 の 物 質 で 形 成 さ れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ る 表 示 装 置 で は 、 第 １ キ ャ パ シ タ を 通 し て 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 電 圧 信 号 を 印
加 す る こ と に よ り 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 制 御 端 子 の 電 圧 が 調 節 さ れ 、 特 に 駆 動 ト ラ ン ジ ス
タ が タ ー ン オ フ す る 。 そ れ に よ り 、 デ ー タ 電 圧 の 生 成 ／ 伝 達 系 統 を 従 来 の も の か ら 変 更 す
る こ と な く 、 イ ン パ ル シ ブ 駆 動 を 実 現 で き る 。 さ ら に 、 各 画 素 に 追 加 さ れ る べ き 構 成 要 素
が 第 １ キ ャ パ シ タ と 電 圧 信 号 線 だ け で あ る の で 、 各 画 素 の 開 口 率 を 十 分 に 高 く 維 持 で き る
。 そ の 上 、 電 圧 信 号 の 生 成 ／ 伝 達 系 統 は デ ー タ 電 圧 の 生 成 ／ 伝 達 系 統 と は 独 立 で あ る の で
、 特 に 垂 直 同 期 信 号 の ブ ラ ン キ ン グ 期 間 に 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ を タ ー ン オ フ さ せ る こ と が で
き る 。 そ れ に よ り 、 イ ン パ ル ス 駆 動 で は 、 各 フ レ ー ム 内 の 発 光 時 間 を 十 分 に 長 く 確 保 で き
る の で 、 輝 度 を 十 分 に 高 く 維 持 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 添 付 し た 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る
。
　 図 1は 、 本 発 明 の 一 つ の 実 施 形 態 に よ る 有 機 発 光 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 図 2は 、
そ の 有 機 発 光 表 示 装 置 に 含 ま れ る 一 つ の 画 素 の 等 価 回 路 図 で あ る 。 図 1を 参 照 す れ ば 、 こ
の 有 機 発 光 表 示 装 置 は 、 表 示 パ ネ ル 300、 走 査 駆 動 部 400、 デ ー タ 駆 動 部 500、 発 光 駆 動 部 7
00、 及 び 信 号 制 御 部 600を 含 む 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 表 示 パ ネ ル 300は 、 図 1に 示 さ れ て い る よ う に 、 複 数 の 信 号 線 G 1 － G n 、 D 1 － D m 、 E 1 － E n 、
複 数 の 駆 動 電 圧 線 と 共 通 電 圧 線 （ 図 示 せ ず ） 、 及 び 複 数 の 画 素 PXを 含 む 。 複 数 の 画 素 PXは
表 示 パ ネ ル 300の 上 に マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ 、 信 号 線 G 1 － G n 、 D 1 － D m 、 E 1 － E n と 駆 動
電 圧 線 と に 連 結 さ れ て い る 。
　 信 号 線 は 、 走 査 信 号 を 伝 達 す る 複 数 の 走 査 信 号 線 G 1 － G n 、 発 光 信 号 を 伝 達 す る 複 数 の 発
光 信 号 線 E 1 － E n 、 及 び 、 デ ー タ 電 圧 を 伝 達 す る デ ー タ 線 D 1 － D m を 含 む 。 走 査 信 号 線 G 1 － G n
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は ほ ぼ 行 方 向 に 延 び 、 互 い に ほ と ん ど 平 行 で あ る 。 発 光 信 号 線 E 1 － E n は ほ ぼ 行 方 向 に 延 び
、 互 い に ほ と ん ど 平 行 で あ る 。 デ ー タ 線 D 1 － D m は ほ ぼ 列 方 向 に 延 び 、 互 い に ほ と ん ど 平 行
で あ る 。 各 駆 動 電 圧 線 （ 図 示 せ ず ） は 駆 動 電 圧 Vddを 伝 達 し 、 各 共 通 電 圧 線 （ 図 示 せ ず ）
は 共 通 電 圧 Vcomを 伝 達 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 2に 示 さ れ て い る 画 素 は 、 i番 目 の 走 査 信 号 線 G i （ i＝ 1、 2、 … 、 n） 、 j番 目 の デ ー タ
線 D j （ j＝ 1、 2、 … 、 m） 、 及 び i番 目 の 発 光 信 号 線 E i に 連 結 さ れ て い る 。 そ の 画 素 は 、 有
機 発 光 素 子 LD、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qd、 第 １ キ ャ パ シ タ Cref、 第 ２ キ ャ パ シ タ Cst、 及 び ス
イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Qsを 含 む 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの 入 力 端 子 が 駆 動 電 圧 線 Vddに 連 結 さ れ 、 出 力 端 子 が 有 機 発 光 素 子 L
Dの ア ノ ー ド に 連 結 さ れ 、 制 御 端 子 n1が ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Qsの 出 力 端 子 に 連 結 さ
れ て い る 。 デ ー タ 線 D j か ら ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Qsを 通 じ て 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの 制
御 端 子 n1に 対 し て デ ー タ 電 圧 が 供 給 さ れ る と き 、 そ の デ ー タ 電 圧 に 応 じ た 大 き さ の 駆 動 電
流 I L D が 、 駆 動 電 圧 線 Vddか ら 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの 入 出 力 端 子 を 通 し て 有 機 発 光 素 子 LDの
ア ノ ー ド に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 有 機 発 光 素 子 LDは 、 発 光 層 を 有 す る 発 光 ダ イ オ ー ド で あ る 。 そ の ア ノ ー ド が 駆 動 ト ラ ン
ジ ス タ Qdの 出 力 端 子 に 連 結 さ れ 、 カ ソ ー ド が 共 通 電 圧 線 Vcomに 連 結 さ れ て い る 。 有 機 発 光
素 子 LDに 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdか ら 駆 動 電 流 I L D が 供 給 さ れ る と き 、 上 記 の 発 光 層 が そ の 駆
動 電 流 I L D に 応 じ た 強 度 の 光 を 発 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 １ キ ャ パ シ タ Crefは 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの 制 御 端 子 n1と 発 光 信 号 線 Eiと の 間 に 連 結
さ れ て い る 。 発 光 信 号 線 Eiか ら 第 １ キ ャ パ シ タ Crefを 通 し て 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの 制 御 端
子 n1に 供 給 さ れ る 発 光 信 号 に 応 じ 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの 制 御 端 子 n1の 電 圧 が 変 化 す る 。
　 第 ２ キ ャ パ シ タ Cstは 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの 制 御 端 子 n1と 入 力 端 子 と の 間 に 連 結 さ れ
て い る 。 デ ー タ 線 D j か ら ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Qsを 通 し て 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの 制 御
端 子 n1に デ ー タ 電 圧 が 供 給 さ れ る と き 、 第 ２ キ ャ パ シ タ Cstが 充 電 さ れ 、 そ の 両 端 電 圧 が
デ ー タ 電 圧 と 駆 動 電 圧 Vddと の 間 の 差 に 等 し く 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Qsの 入 力 端 子 が デ ー タ 線 Djに 連 結 さ れ 、 出 力 端 子 が 駆 動 ト ラ
ン ジ ス タ Qdの 制 御 端 子 n1に 連 結 さ れ 、 制 御 端 子 が 走 査 信 号 線 Giに 連 結 さ れ て い る 。 ス イ ッ
チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Qsは 、 外 部 か ら 走 査 信 号 線 Giを 通 し て 供 給 さ れ る 走 査 信 号 に 応 じ て オ
ン オ フ し 、 デ ー タ 線 D j か ら 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの 制 御 端 子 n1へ の デ ー タ 電 圧 の 伝 達 を 制 御
す る 。
　 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Qs及 び 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdは 好 ま し く は 、 非 晶 質 シ リ コ ン 又
は 多 結 晶 シ リ コ ン か ら 成 る 。 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Qs及 び 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdは さ ら
に 好 ま し く は ｎ チ ャ ン ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ で あ る 。 尚 、 各 ト ラ ン ジ ス タ Qs、 Qdが ｐ チ ャ ン ネ
ル Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ で あ っ て も 良 い 。 そ の 場 合 、 ｐ チ ャ ン ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の 構 造 は ｎ チ ャ ン
ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の 構 造 に 対 し て 相 補 的 で あ る の で 、 各 ト ラ ン ジ ス タ Qs、 Qdの 電 圧 ／ 電 流
の 極 性 が ｎ チ ャ ン ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ で 構 成 し た 場 合 と は 反 対 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 こ の 有 機 発 光 表 示 装 置 の 具 体 的 な 構 造 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 3は 本 発 明 の 一 つ の 実 施 形 態 に よ る 有 機 発 光 表 示 装 置 に 含 ま れ る 表 示 パ ネ ル の 平 面 図
で あ り 、 図 4及 び 図 5の 各 々 は 、 図 3に 示 し た 表 示 パ ネ ル の 折 線 IV－ IV、 及 び 折 線 V－ Vに 沿
っ た 断 面 の 展 開 図 で あ り 、 図 6は 有 機 発 光 素 子 の バ ン ド 構 造 の 概 略 を 示 し た 模 式 図 で あ る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 透 明 な ガ ラ ス 又 は プ ラ ス チ ッ ク な ど の 絶 縁 物 か ら 成 る 基 板 110の 上 に 複 数 の ゲ ー ト 導 電
体 が 形 成 さ れ て い る 。 ゲ ー ト 導 電 体 は 、 そ れ ぞ れ が 第 １ 制 御 電 極 124aを 含 む 走 査 信 号 線 12
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1、 第 ２ 制 御 電 極 124b、 及 び 発 光 信 号 線 122を 含 む 。 走 査 信 号 線 121は 主 に 画 素 マ ト リ ッ ク
ス の 行 方 向 に 延 び て い る 。 各 走 査 信 号 線 121の 端 部 129は 面 積 が 広 く 、 他 の 層 又 は 外 部 の 走
査 駆 動 部 （ 後 述 参 照 ） に 接 続 さ れ て い る 。 第 １ 制 御 電 極 124aは 、 各 画 素 を 通 る 走 査 信 号 線
121の 部 分 か ら そ の 画 素 内 に 延 び て い る 。 走 査 駆 動 部 が 基 板 110の 上 に 集 積 化 さ れ て い る 場
合 、 走 査 信 号 線 121が 走 査 駆 動 部 に 直 結 さ れ て も 良 い 。 走 査 駆 動 部 が 基 板 110と は 異 な る 部
材 に 形 成 さ れ て い る 場 合 、 走 査 信 号 線 121は 、 走 査 駆 動 部 に 連 結 さ れ た 基 板 110の 上 の パ ッ
ド （ 図 示 せ ず ） に 連 結 さ れ て い て も 良 い 。 第 ２ 制 御 電 極 124bは 画 素 ご と に 設 け ら れ 、 走 査
信 号 線 121か ら 分 離 さ れ 、 各 画 素 の 境 界 に 沿 っ て 列 方 向 に 延 び て い る 。 走 査 信 号 線 121に 近
い 第 ２ 制 御 電 極 124bの 端 部 に は 、 行 方 向 に 突 出 し た 突 出 部 125が 形 成 さ れ て い る 。 発 光 信
号 線 122は 主 に 行 方 向 に 延 び て い る 。 各 画 素 を 通 る 発 光 信 号 線 122の 部 分 に は そ の 画 素 内 に
突 出 し た 突 出 部 123が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ゲ ー ト 導 電 体 121、 124b、 122は 、 ア ル ミ ニ ウ ム （ Al） や ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 な ど の ア ル ミ
ニ ウ ム 系 金 属 、 銀 （ Ag） や 銀 合 金 な ど の 銀 系 金 属 、 銅 （ Cu） や 銅 合 金 な ど の 銅 系 金 属 、 モ
リ ブ デ ン （ Mo） や モ リ ブ デ ン 合 金 な ど の モ リ ブ デ ン 系 金 属 、 ク ロ ム （ Cr） 、 タ ン タ ル （ Ta
） 、 又 は チ タ ニ ウ ム （ Ti） な ど で 形 成 す る こ と が で き る 。 更 に 、 ゲ ー ト 導 電 体 が 、 物 理 的
性 質 の 異 な る 二 つ の 導 電 膜 （ 図 示 せ ず ） を 含 む 多 重 膜 構 造 で あ っ て も 良 い 。 そ の 場 合 、 好
ま し く は 、 一 つ の 導 電 膜 が 、 信 号 遅 延 や 電 圧 降 下 を 減 ら す こ と が で き る よ う に 、 比 抵 抗 の
低 い 金 属 （ 例 え ば 、 ア ル ミ ニ ウ ム 系 金 属 、 銀 系 金 属 、 銅 系 金 属 な ど ） で 形 成 さ れ る 。 一 方
、 他 の 導 電 膜 が 、 特 に Ｉ Ｔ Ｏ （ イ ン ジ ウ ム ス ズ 酸 化 物 ） や Ｉ Ｚ Ｏ （ イ ン ジ ウ ム 亜 鉛 酸 化 物
） と の 物 理 的 、 化 学 的 、 電 気 的 接 触 特 性 に 優 れ た 物 質 （ 例 え ば 、 モ リ ブ デ ン 系 金 属 、 ク ロ
ム 、 チ タ ニ ウ ム 、 タ ン タ ル な ど ） で 形 成 さ れ る 。 こ の よ う な 組 み 合 わ せ の 良 い 例 と し て は
、 ク ロ ム 下 部 膜 と ア ル ミ ニ ウ ム （ 合 金 ） 上 部 膜 と の 組 み 合 わ せ 、 及 び 、 ア ル ミ ニ ウ ム （ 合
金 ） 下 部 膜 と モ リ ブ デ ン （ 合 金 ） 上 部 膜 と の 組 み 合 わ せ が あ る 。 尚 、 ゲ ー ト 導 電 体 121、 1
24b、 122は 、 そ の 他 に も 多 様 な 金 属 又 は 導 電 体 で 形 成 す る こ と が で き る 。 ゲ ー ト 導 電 体 12
1、 124b、 122の 側 面 は 基 板 110の 表 面 に 対 し て 傾 い て お り 、 そ の 傾 斜 角 は 好 ま し く は 、 約 3
0° － 80゜ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ゲ ー ト 導 電 体 121、 124b、 122の 上 に は 、 窒 化 ケ イ 素 （ SiNx） 又 は 酸 化 ケ イ 素 （ SiOx） な
ど で 作 ら れ た ゲ ー ト 絶 縁 膜 140が 形 成 さ れ て い る 。 ゲ ー ト 絶 縁 膜 140の 上 に は 、 水 素 化 非 晶
質 シ リ コ ン （ a－ Si： H） 又 は 多 結 晶 シ リ コ ン な ど で 作 ら れ た 、 島 状 の 第 １ 半 導 体 154a及 び
線 状 の 第 ２ 半 導 体 154bが 複 数 形 成 さ れ て い る 。 第 １ ／ 第 ２ 半 導 体 154a／ 154bは 第 １ ／ 第 ２
制 御 電 極 124a／ 124bの 上 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 １ ／ 第 ２ 半 導 体 154a／ 154bの 上 に は 第 １ ／ 第 ２ 抵 抗 性 接 触 部 材 の 対 163a、 165a／ 163b
、 165bが 形 成 さ れ て い る 。 抵 抗 性 接 触 部 材 の 各 対 の 一 方 163a／ 163bは 線 状 で あ り 、 他 方 16
5a／ 165bは 島 状 で あ る 。 各 抵 抗 性 接 触 部 材 は 、 リ ン な ど の ｎ 型 不 純 物 が 高 濃 度 に ド ー ピ ン
グ さ れ て い る ｎ ＋ 水 素 化 非 晶 質 シ リ コ ン な ど の 物 質 、 又 は シ リ サ イ ド で 形 成 す る こ と が で
き る 。 第 １ 抵 抗 性 接 触 部 材 の 対 163a、 165aは 第 １ 半 導 体 154aの 上 で 所 定 の 距 離 を 隔 て て 対
向 し て い る 。 第 ２ 抵 抗 性 接 触 部 材 の 対 163b、 165bは 第 ２ 半 導 体 154bの 上 で 所 定 の 距 離 を 隔
て て 対 向 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 抵 抗 性 接 触 部 材 163a、 163b、 165a、 165b、 及 び ゲ ー ト 絶 縁 膜 140の 上 に は 複 数 の デ ー タ
導 電 体 が 形 成 さ れ て い る 。 デ ー タ 導 電 体 は 、 デ ー タ 線 171、 駆 動 電 圧 線 172、 第 １ 出 力 電 極
175a、 第 ２ 出 力 電 極 175b、 及 び 維 持 電 極 176を 含 む 。 デ ー タ 線 171は 主 に 列 方 向 に 延 び 、 走
査 信 号 線 121と 交 差 す る 。 各 デ ー タ 線 171は 複 数 の 第 １ 入 力 電 極 173aと 面 積 の 広 い 端 部 179
と を 含 む 。 第 １ 入 力 電 極 173aは 各 画 素 を 通 る デ ー タ 線 171の 部 分 に 設 け ら れ た 一 対 の 突 出
部 で あ り 、 各 走 査 信 号 線 121と 交 差 す る デ ー タ 線 171の 部 分 か ら 第 １ 制 御 電 極 124aの 上 に 延
び て い る 。 端 部 179は 他 の 層 又 は 外 部 の デ ー タ 駆 動 部 （ 後 述 参 照 ） と 接 続 さ れ て い る 。 デ
ー タ 駆 動 部 が 基 板 110の 上 に 集 積 化 さ れ て い る 場 合 、 デ ー タ 線 171が デ ー タ 駆 動 部 と 直 結 さ
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れ て も 良 い 。 デ ー タ 駆 動 部 が 基 板 110の 外 に 形 成 さ れ て い る 場 合 、 デ ー タ 線 171は 、 デ ー タ
駆 動 部 に 連 結 さ れ た 基 板 110の 上 の パ ッ ド （ 図 示 せ ず ） に 連 結 さ れ て い る 。 駆 動 電 圧 線 172
は 主 に 列 方 向 に 延 び 、 走 査 信 号 線 121と 交 差 す る 。 各 駆 動 電 圧 線 172は 、 各 画 素 の 第 ２ 制 御
電 極 124bと 重 な っ て い る 第 ２ 入 力 電 極 173bを 含 む 。 第 １ 出 力 電 極 175aと 第 ２ 出 力 電 極 175b
と は 各 画 素 に 設 け ら れ 、 互 い か ら も 、 デ ー タ 線 171及 び 駆 動 電 圧 線 172か ら も 分 離 さ れ て い
る 。 第 １ 出 力 電 極 175aは 一 対 の 第 １ 入 力 電 極 173aの 間 に 延 び 、 第 １ 制 御 電 極 124aの 上 で 第
１ 入 力 電 極 173aと 所 定 の 距 離 を 隔 て て 対 向 し て い る 。 第 ２ 入 力 電 極 173bは 第 ２ 制 御 電 極 12
4bの 上 で 第 ２ 出 力 電 極 175bと 所 定 の 距 離 を 隔 て て 対 向 し て い る 。 維 持 電 極 176は 、 発 光 信
号 線 122の 各 突 出 部 123の 上 に 形 成 さ れ て い る 。 維 持 電 極 176は デ ー タ 線 171及 び 駆 動 電 圧 線
172か ら 分 離 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 デ ー タ 導 電 体 171、 172、 175a、 175b、 176は 、 モ リ ブ デ ン 、 ク ロ ム 、 タ ン タ ル 、 若 し く
は チ タ ニ ウ ム な ど の 耐 熱 性 金 属 、 又 は そ れ ら の 合 金 で 形 成 さ れ る の が 好 ま し い 。 デ ー タ 導
電 体 は 更 に 、 耐 熱 性 金 属 な ど か ら 成 る 導 電 膜 （ 図 示 せ ず ） と 低 抵 抗 物 質 か ら 成 る 導 電 膜 （
図 示 せ ず ） と を 含 む 多 層 膜 で あ っ て も 良 い 。 多 層 膜 の 例 と し て は 、 ク ロ ム 又 は モ リ ブ デ ン
（ 合 金 ） 下 部 膜 と ア ル ミ ニ ウ ム （ 合 金 ） 上 部 膜 と の 二 重 膜 、 モ リ ブ デ ン （ 合 金 ） 下 部 膜 と
ア ル ミ ニ ウ ム （ 合 金 ） 中 間 膜 と モ リ ブ デ ン （ 合 金 ） 上 部 膜 と の 三 重 膜 が あ る 。 尚 、 デ ー タ
導 電 体 171、 172、 175a、 175b、 176は 、 そ の 他 に も 多 様 な 金 属 又 は 導 電 体 で 形 成 す る こ と
が で き る 。 好 ま し く は 、 デ ー タ 導 電 体 171、 172、 175a、 175b、 176の 側 面 が 基 板 110の 表 面
に 対 し て 30° － 80゜ 程 度 の 角 度 で 傾 い て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 抵 抗 性 接 触 部 材 163a、 163b、 165a、 165bは 、 そ の 下 地 の 半 導 体 154a、 154bと そ の 上 を 覆
う デ ー タ 導 電 体 171、 172、 175a、 175b、 176と の 間 に 介 在 し 、 両 者 間 の 接 触 抵 抗 を 低 く す
る 。
　 半 導 体 154a、 154bに は 、 入 力 電 極 173a、 173bと 出 力 電 極 175a、 175bと の 間 の よ う に 、 デ
ー タ 導 電 体 171、 172、 175a、 175b、 176で は 覆 わ れ て い な い 露 出 部 分 が あ る 。 デ ー タ 導 電
体 171、 172、 175a、 175b、 176、 及 び 半 導 体 154a、 154bの 露 出 部 分 の 上 に は 、 保 護 膜 180が
形 成 さ れ て い る 。 保 護 膜 180は 、 窒 化 ケ イ 素 や 酸 化 ケ イ 素 な ど の 無 機 絶 縁 物 、 有 機 絶 縁 物
、 低 誘 電 率 絶 縁 物 な ど で 形 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、 有 機 絶 縁 物 や 低 誘 電 率 絶 縁 物 の 誘 電 常
数 は 4.0以 下 で あ る の が 好 ま し い 。 プ ラ ズ マ 化 学 気 相 蒸 着 （ Ｐ Ｅ Ｃ Ｖ Ｄ ） で 形 成 さ れ る a－
Si： C： O、 a－ Si： O： Fな ど が そ の 例 で あ る 。 有 機 絶 縁 物 が 感 光 性 を 有 し て い て も 良 い 。
有 機 絶 縁 物 性 の 保 護 膜 180は 、 そ の 表 面 の 平 坦 性 に 優 れ て い る 。 保 護 膜 180は 更 に 下 部 無 機
膜 と 上 部 有 機 膜 と の 二 重 膜 で あ っ て も 良 い 。 そ の 場 合 、 有 機 膜 の 優 れ た 絶 縁 特 性 を 生 か し
な が ら 、 半 導 体 154a、 154bの 露 出 部 分 を 保 護 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 保 護 膜 180に は 複 数 の 接 触 孔 182、 185a、 185b、 188が 形 成 さ れ 、 そ れ ぞ れ か ら 、 デ ー タ
線 171の 端 部 179、 第 １ 出 力 電 極 175a、 第 ２ 出 力 電 極 175b、 及 び 維 持 電 極 176が 露 出 し て い
る 。 保 護 膜 180と ゲ ー ト 絶 縁 膜 140と に は 、 複 数 の 接 触 孔 181、 184、 187が 形 成 さ れ 、 そ れ
ぞ れ か ら 、 走 査 信 号 線 121の 端 部 129、 第 ２ 制 御 電 極 124bの 突 出 部 125、 及 び 第 ２ 制 御 電 極 1
24bが 露 出 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 保 護 膜 180の 上 に は 、 複 数 の 画 素 電 極 191、 複 数 の 連 結 部 材 85、 86、 及 び 複 数 の 接 触 補 助
部 材 81、 82が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 銀 、 又 は そ れ ら の 合 金 な ど の 反
射 性 金 属 で 形 成 す る こ と が で き る 。 画 素 電 極 191は 接 触 孔 185bを 介 し て 第 ２ 出 力 電 極 175b
と 物 理 的 ・ 電 気 的 に 連 結 さ れ て い る 。 連 結 部 材 85は 接 触 孔 184、 185aを 介 し て 第 ２ 制 御 電
極 124bの 突 出 部 125及 び 第 １ 出 力 電 極 175aに 連 結 さ れ て い る 。 連 結 部 材 86は 接 触 孔 187、 18
8を 介 し て 第 ２ 制 御 電 極 124b及 び 維 持 電 極 176に 連 結 さ れ て い る 。 接 触 補 助 部 材 81／ 82は 接
触 孔 181／ 182を 介 し て 走 査 信 号 線 121の 端 部 129／ デ ー タ 線 171の 端 部 179に 連 結 さ れ て い る
。 接 触 補 助 部 材 81／ 82は デ ー タ 線 171／ 走 査 信 号 線 121の 端 部 179／ 129と 外 部 装 置 と の 間 の
接 着 を 補 完 し 、 そ の 接 着 部 を 保 護 す る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
　 保 護 膜 180の 上 に は 隔 壁 361が 形 成 さ れ て い る 。 隔 壁 361は 、 画 素 電 極 191の 周 縁 を 堤 防 の
よ う に 囲 ん で 開 口 部 365を 仕 切 っ て い る 。 隔 壁 361は 好 ま し く は 、 有 機 絶 縁 物 又 は 無 機 絶 縁
物 で 形 成 さ れ て い る 。 隔 壁 361は ま た 、 黒 色 顔 料 を 含 む 感 光 剤 で 形 成 さ れ て も 良 い 。 そ の
場 合 、 隔 壁 361は 遮 光 部 材 の 役 割 を 果 た し 、 か つ そ の 形 成 工 程 が 簡 単 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 隔 壁 361で 仕 切 ら れ た 画 素 電 極 191の 上 の 開 口 部 365の 内 側 に は 有 機 発 光 部 材 370が 形 成 さ
れ て い る 。 有 機 発 光 部 材 370は 、 三 原 色 （ 赤 、 緑 、 青 ） な ど の 基 本 色 の い ず れ か 一 色 で 発
光 す る 有 機 物 質 か ら 形 成 さ れ て い る 。 各 画 素 の 有 機 発 光 部 材 370か ら の 色 光 の 空 間 的 な 分
布 に よ り 、 表 示 パ ネ ル 300に は 所 望 の カ ラ ー 映 像 が 表 示 さ れ る 。
　 図 6の よ う に 、 有 機 発 光 部 材 370は 好 ま し く は 多 層 構 造 で あ り 、 発 光 層 EMLに 加 え 、 発 光
層 EMLの 発 光 効 率 を 向 上 さ せ る 付 属 層 ETL、 HTL、 EIL、 HILを 含 む 。 付 属 層 に は 、 発 光 層 に
移 動 す る 電 子 と 正 孔 と の 均 衡 を 保 つ 電 子 輸 送 層 ETL及 び 正 孔 輸 送 層 HTL、 電 極 か ら の 電 子 ／
正 孔 の 注 入 を 促 す 電 子 注 入 層 EIL／ 正 孔 注 入 層 HILな ど が あ る 。
　 有 機 発 光 部 材 370の 上 に は 共 通 電 極 270が 形 成 さ れ て い る 。 共 通 電 極 270は 共 通 電 圧 Vcom
の 印 加 を 受 け る 。 共 通 電 極 270は 好 ま し く は 、 Ｉ Ｔ Ｏ 又 は Ｉ Ｚ Ｏ な ど の 透 明 な 導 電 物 質 で
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 走 査 信 号 線 121に 連 結 さ れ て い る 第 １ 制 御 電 極 124a、 デ ー タ 線 171に 連 結 さ れ て い る 第 １
入 力 電 極 173a、 及 び 第 １ 出 力 電 極 175aが 、 第 １ 半 導 体 154aと 共 に 、 ス イ ッ チ ン グ 薄 膜 ト ラ
ン ジ ス タ Qsを 構 成 し て い る 。 ス イ ッ チ ン グ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Qsの チ ャ ン ネ ル は 、 第 １ 入 力
電 極 173aと 第 １ 出 力 電 極 175aと の 間 か ら 露 出 し て い る 第 １ 半 導 体 154aの 部 分 に 形 成 さ れ る
。 第 １ 出 力 電 極 175aに 連 結 さ れ て い る 第 ２ 制 御 電 極 124b、 駆 動 電 圧 線 172に 含 ま れ て い る
第 ２ 入 力 電 極 173b、 及 び 画 素 電 極 191に 連 結 さ れ て い る 第 ２ 出 力 電 極 175bが 、 第 ２ 半 導 体 1
54bと 共 に 、 駆 動 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Qdを 構 成 し て い る 。 駆 動 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Qdの チ ャ ン
ネ ル は 、 第 ２ 入 力 電 極 173bと 第 ２ 出 力 電 極 175bと の 間 か ら 露 出 し て い る 第 ２ 半 導 体 154bの
部 分 に 形 成 さ れ る 。 画 素 電 極 191、 有 機 発 光 部 材 370、 及 び 共 通 電 極 270が 有 機 発 光 素 子 LD
を 構 成 し て い る 。 こ こ で 、 画 素 電 極 191が ア ノ ー ド で あ り 、 共 通 電 極 270が カ ソ ー ド で あ る
。 又 は 、 そ の 反 対 で あ っ て も 良 い 。 第 ２ 制 御 電 極 124bと 駆 動 電 圧 線 172と の 重 な り 部 分 が
第 ２ キ ャ パ シ タ Cstを 構 成 し 、 維 持 電 極 176と 発 光 信 号 線 122の 突 出 部 123と の 重 な り 部 分 が
第 １ キ ャ パ シ タ Crefを 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 実 施 形 態 に よ る 有 機 発 光 表 示 装 置 は 背 面 発 光 方 式 で あ り 、 基 板 110の 下 方 に 光 を 発
し て 映 像 を 表 示 す る 。 つ ま り 、 画 素 電 極 191は 透 明 で あ り 、 共 通 電 極 270は 不 透 明 で あ る 。
　 半 導 体 154a、 154bが 多 結 晶 シ リ コ ン か ら 成 る 場 合 、 各 半 導 体 が 、 制 御 電 極 124a、 124bと
対 向 す る 真 性 領 域 （ 図 示 せ ず ） と 、 そ の 両 側 に 位 置 し た 不 純 物 領 域 （ 図 示 せ ず ） と を 含 む
。 不 純 物 領 域 は 入 力 電 極 173a、 173b及 び 出 力 電 極 175a、 175bと 電 気 的 に 連 結 さ れ て い る 。
そ の 場 合 、 抵 抗 性 接 触 部 材 163a、 163b、 165a、 165bは 省 略 す る こ と が で き る 。 ま た 、 制 御
電 極 124a／ 124bを 半 導 体 154a／ 154bの 上 に 置 く こ と が で き る 。 但 し 、 こ の 場 合 に も 、 ゲ ー
ト 絶 縁 膜 140は 半 導 体 154a／ 154bと 制 御 電 極 124a／ 124bと の 間 に 位 置 す る 。 一 方 、 デ ー タ
導 電 体 171、 172、 173b、 175b、 176は ゲ ー ト 絶 縁 膜 140の 上 に 位 置 し 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 140に
開 け ら れ た 接 触 孔 （ 図 示 せ ず ） を 介 し て 半 導 体 154a、 154bと 電 気 的 に 連 結 さ れ る 。 そ の 他
に 、 デ ー タ 導 電 体 171、 172、 173b、 175b、 176が 半 導 体 154a、 154bの 下 地 に 位 置 し 、 半 導
体 154a、 154bと 電 気 的 に 接 触 し て も 良 い 。
　 共 通 電 極 270の 上 に は 密 封 部 材 390が 形 成 さ れ て い る 。 密 封 部 材 390は 、 有 機 発 光 部 材 370
及 び 共 通 電 極 270を 密 封 し 、 外 部 か ら の 水 分 や 酸 素 の 浸 入 を 防 止 す る 。 密 封 部 材 390は 、 ガ
ラ ス 又 は プ ラ ス チ ッ ク な ど 、 基 板 110と 同 様 な 絶 縁 物 質 で 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 再 び 図 1を 参 照 す る 。 走 査 駆 動 部 400は 表 示 パ ネ ル 300の 走 査 信 号 線 G 1 － G n に 連 結 さ れ 、
走 査 信 号 を 走 査 信 号 線 G 1 － G n に 対 し て 印 加 す る 。 各 走 査 信 号 は 、 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス
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タ Qsを タ ー ン オ ン さ せ る 高 電 圧 （ タ ー ン オ ン 電 圧 ） と タ ー ン オ フ さ せ る 低 電 圧 （ タ ー ン オ
フ 電 圧 ） と の 組 み 合 わ せ か ら 成 る 。 デ ー タ 駆 動 部 500は 表 示 パ ネ ル 300の デ ー タ 線 D 1 － D m に
連 結 さ れ 、 各 画 素 の 輝 度 を 示 す デ ー タ 電 圧 を デ ー タ 線 D 1 － D m に 対 し て 印 加 す る 。 発 光 駆 動
部 700は 表 示 パ ネ ル 300の 発 光 信 号 線 E 1 － E n に 連 結 さ れ 、 発 光 信 号 Ve1－ Venを 発 光 信 号 線 E 1
－ E n に 対 し て 印 加 す る 。 各 発 光 信 号 Ve1、 … 、 Venは 、 第 １ 電 圧 V1と 、 そ れ よ り レ ベ ル の 低
い 第 ２ 電 圧 V2と の 組 み 合 わ せ か ら 成 る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 走 査 駆 動 部 400、 デ ー タ 駆 動 部 500、 及 び 発 光 駆 動 部 700は 好 ま し く は 、 集 積 回 路 チ ッ プ
の 形 態 で 表 示 パ ネ ル 300の 上 に 直 接 実 装 さ れ て い る 。 そ の 他 に 、 そ れ ら の 駆 動 部 が 可 撓 性
印 刷 回 路 膜 （ 図 示 せ ず ） の 上 に 実 装 さ れ 、 Ｔ Ｃ Ｐ （ Tape　 Carrier　 Package） の 形 態 で 表
示 パ ネ ル 300に 実 装 さ れ て い て も 良 い 。 そ れ ら と は 異 な り 、 走 査 駆 動 部 400、 デ ー タ 駆 動 部
500、 又 は 発 光 駆 動 部 700が 、 信 号 線 及 び 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ な ど と 共 に 表 示 パ ネ ル 300に 形
成 さ れ 、 Ｓ Ｏ Ｐ （ System　 On　 Panel） の 形 態 で 実 現 さ れ て い て も 良 い 。
　 信 号 制 御 部 600は 、 走 査 駆 動 部 400、 デ ー タ 駆 動 部 500、 及 び 発 光 駆 動 部 700な ど の 動 作 を
制 御 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 下 、 図 1、 図 2、 図 7を 参 照 し な が ら 、 有 機 発 光 表 示 装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 図 7
は 、 本 発 明 の 一 つ の 実 施 形 態 に よ る 有 機 発 光 表 示 装 置 の 動 作 を 示 す 、 各 信 号 の 波 形 図 で あ
る 。
　 図 1に 示 さ れ て い る よ う に 、 信 号 制 御 部 600は 、 外 部 の グ ラ フ ィ ッ ク コ ン ト ロ ー ラ （ 図 示
せ ず ） か ら 、 入 力 映 像 信 号 R、 G、 B、 及 び 入 力 制 御 信 号 （ 例 え ば 、 垂 直 同 期 信 号 Vsync、 水
平 同 期 信 号 Hsync、 メ イ ン ク ロ ッ ク MCLK、 デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 DEな ど ） を 受 け る 。 信 号
制 御 部 600は 、 入 力 映 像 信 号 R、 G、 Bと 入 力 制 御 信 号 と に 基 づ き 、 入 力 映 像 信 号 R、 G、 Bを
表 示 パ ネ ル 300の 動 作 条 件 に 合 う よ う に 適 切 に 処 理 し て 映 像 信 号 DATに 変 換 す る と 共 に 、 走
査 制 御 信 号 CONT1、 デ ー タ 制 御 信 号 CONT2、 及 び 発 光 制 御 信 号 CONT3を 生 成 す る 。 信 号 制 御
部 600は 更 に 、 走 査 制 御 信 号 CONT1を 走 査 駆 動 部 400に 送 り 、 デ ー タ 制 御 信 号 CONT2と 映 像 信
号 DATと を デ ー タ 駆 動 部 500に 送 り 、 発 光 制 御 信 号 CONT3を 発 光 駆 動 部 700に 送 る 。 走 査 制 御
信 号 CONT1は 、 タ ー ン オ ン 電 圧 の 走 査 開 始 を 指 示 す る 走 査 開 始 信 号 、 及 び 、 タ ー ン オ ン 電
圧 の 出 力 を 制 御 す る ク ロ ッ ク 信 号 な ど を 含 む 。 走 査 制 御 信 号 CONT1は ま た 、 タ ー ン オ ン 電
圧 の 持 続 時 間 を 限 定 す る 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 を 含 ん で い て も 良 い 。 デ ー タ 制 御 信 号 CONT2
は 、 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 各 行 へ の デ ー タ 伝 送 を 指 示 す る た め の 水 平 同 期 開 始 信 号 、 デ ー タ
線 D 1 － D m に 対 す る デ ー タ 電 圧 の 印 加 を 指 示 す る た め の ロ ー ド 信 号 、 及 び デ ー タ ク ロ ッ ク 信
号 な ど を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 デ ー タ 駆 動 部 500は 、 信 号 制 御 部 600か ら の デ ー タ 制 御 信 号 CONT2に 応 じ 、 画 素 マ ト リ ッ
ク ス の 行 ご と に 映 像 信 号 DATを 受 信 し 、 各 映 像 デ ー タ DATに 対 応 す る ア ナ ロ グ 値 の デ ー タ 電
圧 を 目 標 の デ ー タ 線 に 対 し て 印 加 す る 。
　 走 査 駆 動 部 400は 、 信 号 制 御 部 600か ら の 走 査 制 御 信 号 CONT1に 応 じ 、 そ れ に 含 ま れ る ク
ロ ッ ク 信 号 の 一 周 期 ず つ 、 各 走 査 信 号 Vgi（ i＝ 1、 2、 … 、 n） の レ ベ ル を 順 番 に タ ー ン オ
ン 電 圧 Vonに 維 持 す る （ 図 7参 照 ） 。 こ こ で 、 走 査 駆 動 部 400が シ フ ト レ ジ ス タ を 含 ん で い
て も 良 い 。 各 走 査 信 号 は シ フ ト レ ジ ス タ の 各 段 か ら 出 力 さ れ る 。 シ フ ト レ ジ ス タ の 各 段 が
、 前 段 か ら 出 力 さ れ る 走 査 信 号 を 受 信 す る こ と に よ り 、 各 走 査 信 号 の 出 力 タ イ ミ ン グ が ク
ロ ッ ク 信 号 の 一 周 期 ず つ シ フ ト す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 走 査 駆 動 部 400か ら 各 走 査 信 号 線 に 対 し て タ ー ン オ ン 電 圧 Vonの 走 査 信 号 Vgiが 供 給 さ れ
る と き 、 そ の 走 査 信 号 線 が 通 る 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 行 で は 各 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Qs
が タ ー ン オ ン し 、 デ ー タ 電 圧 が デ ー タ 線 D j か ら そ の ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Qsを 通 し て
駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの 制 御 端 子 n1に 対 し て 印 加 さ れ る （ 図 2参 照 ） 。 そ れ に よ り 、 そ の デ
ー タ 電 圧 に 応 じ た 量 の 駆 動 電 流 I L D が 駆 動 電 圧 線 Vddか ら 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの 入 出 力 端 子
を 通 し て 有 機 発 光 素 子 LDに 流 れ 込 む 。 そ の と き 、 有 機 発 光 素 子 LDが 、 そ の 駆 動 電 流 I L D に
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応 じ た 強 度 で 発 光 す る 。 こ の よ う な 動 作 が 、 フ レ ー ム ご と に 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 各 行 に 対
し て 順 番 に 行 わ れ る 。 そ れ に よ り 、 各 フ レ ー ム の 映 像 が 表 示 パ ネ ル 300に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 7に 示 さ れ て い る よ う に 、 各 画 素 の 有 機 発 光 素 子 LDが 発 光 す る 期 間 （ 有 効 表 示 期 間 ） T
1、 す な わ ち 、 各 画 素 に 対 し て タ ー ン オ ン 電 圧 Vonが 印 加 さ れ て い る 期 間 で は 、 発 光 信 号 線
E i （ i＝ 1、 2、 … 、 n） を 通 し て 第 １ キ ャ パ シ タ Crefに 対 し て 印 加 さ れ る 発 光 信 号 Veiの レ
ベ ル が 第 １ 電 圧 V1に 等 し く 維 持 さ れ る （ 図 2参 照 ） 。 従 っ て 、 第 １ キ ャ パ シ タ Crefが 充 電
さ れ 、 そ の 両 端 電 圧 が 第 １ 電 圧 V1と デ ー タ 電 圧 と の 間 の 差 に 等 し く 維 持 さ れ る 。 一 方 、 第
２ キ ャ パ シ タ Cstの 両 端 電 圧 は 、 デ ー タ 電 圧 と 駆 動 電 圧 Vddと の 間 の 差 に 等 し く 維 持 さ れ る
。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 7に 示 さ れ て い る よ う に 、 有 効 表 示 期 間 T1の 終 わ り で は 、 最 後 の 行 （ ｎ 番 目 の 行 ） の
走 査 信 号 線 Vgnに 対 す る タ ー ン オ ン 電 圧 Vonの 印 加 が 終 了 し た 時 点 か ら 所 定 時 間 の 経 過 後 に
、 ま ず 、 発 光 駆 動 部 700が 全 て の 発 光 信 号 線 E i （ i＝ 1、 2、 … 、 n） で 同 時 に 、 発 光 信 号 Vei
の レ ベ ル を 第 ２ 電 圧 V2に 変 化 さ せ る 。 続 い て 、 垂 直 同 期 信 号 Vsyncの レ ベ ル が 低 電 圧 に 変
化 す る 。 そ の 時 点 か ら 、 垂 直 同 期 信 号 Vsyncの レ ベ ル が 再 び 高 電 圧 に 変 化 す る 時 点 ま で の
期 間 T2、 す な わ ち 、 垂 直 同 期 信 号 Vsyncの ブ ラ ン キ ン グ 期 間 （ そ の フ ロ ン ト ポ ー チ 又 は バ
ッ ク ポ ー チ を 含 む ） で は 、 全 て の 発 光 信 号 Veiの レ ベ ル が 期 間 第 ２ 電 圧 V2に 維 持 さ れ る 。
そ れ に よ り 、 全 て の 画 素 で は 、 第 １ キ ャ パ シ タ Crefを 通 し て 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの 制 御 端
子 n1の 電 圧 が 変 化 し 、 特 に 有 効 表 示 期 間 T1で の レ ベ ル か ら 低 下 す る 。 こ こ で 、 垂 直 同 期 信
号 Vsyncの ブ ラ ン キ ン グ 期 間 T2で は 各 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Qsが オ フ 状 態 を 維 持 し て
い る 。 従 っ て 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの 制 御 端 子 n1の 電 圧 が 、 発 光 信 号 Veiの 電 圧 変 化 、 及
び 、 第 １ キ ャ パ シ タ Crefと 第 ２ キ ャ パ シ タ Cstと の 間 の 容 量 比 に よ り 、 次 式 (1)に 従 っ て 決
定 さ れ る ：
【 ０ ０ ４ １ 】
　 Vdat2＝ Vdat1－ Δ V× Cref／ （ Cref＋ Cst） 。 　 　 　 　 　 　 　 　 (1)
【 ０ ０ ４ ２ 】
こ こ で 、 Vdat1は 、 発 光 信 号 Veiの レ ベ ル が 第 １ 電 圧 V1に 等 し い 時 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの
制 御 端 子 n1の 電 圧 で あ り 、 Vdat2は 、 発 光 信 号 Veiの レ ベ ル が 第 ２ 電 圧 V2に 等 し い 時 の 駆 動
ト ラ ン ジ ス タ Qdの 制 御 端 子 n1の 電 圧 で あ る 。 ま た 、 Crefは 第 １ キ ャ パ シ タ Crefの 静 電 容 量
を 表 し 、 Cstは 第 ２ キ ャ パ シ タ Cstの 静 電 容 量 を 表 す 。 Δ Vは 発 光 信 号 Veiの 電 圧 変 化 量 、 す
な わ ち 、 第 １ 電 圧 V1と 第 ２ 電 圧 V2と の 間 の 差 V1－ V2を 表 す 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 垂 直 同 期 信 号 Vsyncの ブ ラ ン キ ン グ 期 間 T2で は 、 発 光 信 号 Veiの 電 圧 レ ベ ル の 低 下 に 伴 っ
て 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの 制 御 端 子 n1の 電 圧 が 低 下 す る 。 特 に 、 発 光 信 号 Veiの レ ベ ル が 第
２ 電 圧 V2に 等 し い 時 の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの 制 御 端 子 n1の 電 圧 Vdat2を 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Q
dの 閾 値 電 圧 よ り 低 く す れ ば 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdか ら は 駆 動 電 流 I L D が 出 力 さ れ な い 。 従
っ て 、 有 機 発 光 素 子 LDが 発 光 し な い の で 、 そ の 画 素 PXの 輝 度 は 最 低 （ ブ ラ ッ ク ） で あ る 。
垂 直 同 期 信 号 Vsyncの ブ ラ ン キ ン グ 期 間 T2で は 、 全 て の 画 素 で 発 光 信 号 Veiの レ ベ ル が 第 ２
電 圧 V2に 維 持 さ れ る の で 、 表 示 パ ネ ル 300が 期 間 ブ ラ ッ ク 映 像 を 表 示 す る 。 期 間 期 間
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 7に 示 さ れ て い る よ う に 、 垂 直 同 期 信 号 Vsyncの ブ ラ ン キ ン グ 期 間 の 終 了 時 、 垂 直 同 期
信 号 Vsyncの レ ベ ル が 高 電 圧 に 復 帰 す る 。 続 い て 、 全 て の 発 光 信 号 線 E i （ i＝ 1、 2、 … 、 n
） で 同 時 に 、 発 光 信 号 Veiの レ ベ ル が 第 １ 電 圧 V1に 復 帰 す る （ そ れ に よ り 、 垂 直 同 期 信 号 V
syncの ブ ラ ン キ ン グ 期 間 の バ ッ ク ポ ー チ が 上 記 の 期 間 T2に 含 ま れ る ） 。 そ の と き 、 ス イ ッ
チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Qsが オ フ 状 態 を 維 持 し て い る の で 、 第 １ キ ャ パ シ タ Crefと 第 ２ キ ャ パ
シ タ Cstと の カ ッ プ リ ン グ に よ り 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの 制 御 端 子 n1の 電 圧 が 、 直 前 の 有
効 表 示 期 間 T1で 印 加 さ れ た デ ー タ 電 圧 の レ ベ ル に 復 帰 す る 。 従 っ て 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qd
は そ の デ ー タ 電 圧 に 対 応 す る 量 の 駆 動 電 流 I L D を 再 び 出 力 す る の で 、 有 機 発 光 素 子 LDが そ
の 駆 動 電 流 I L D に 応 じ た 強 度 で 発 光 す る 。 こ う し て 、 次 の フ レ ー ム の 走 査 信 号 Vgiが 印 加 さ
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れ る 前 ま で 、 各 画 素 PXの 輝 度 が 直 前 の フ レ ー ム で の 値 に 維 持 さ れ る 。
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 上 記 の 実 施 形 態 に よ る 有 機 発 光 表 示 装 置 は 、 垂 直 同 期 信 号 Vsyn
cの ブ ラ ン キ ン グ 期 間 に ブ ラ ッ ク 映 像 を 表 示 す る 。 そ れ に よ り 、 発 光 時 間 を 十 分 に 長 く 維
持 し た ま ま 、 イ ン パ ル ス 駆 動 を 実 行 で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 発 明 の 上 記 の 実 施 形 態 に よ る 有 機 発 光 表 示 装 置 で は 、 発 光 駆 動 部 700が 全 て の 発 光 信
号 線 E i （ i＝ 1、 2、 … 、 n） で 同 時 に 、 発 光 信 号 Veiの レ ベ ル を 変 化 さ せ る 。 そ の 他 に 、 図 8
に 示 さ れ て い る よ う に 、 発 光 駆 動 部 700が 発 光 信 号 線 E i ご と に 異 な る タ イ ミ ン グ で 、 発 光
信 号 Veiの レ ベ ル を 変 化 さ せ て も 良 い 。 図 8は 、 そ の 有 機 発 光 表 示 装 置 の 動 作 を 示 す 、 各 信
号 の 波 形 図 で あ る 。 尚 、 以 下 で は 、 図 7に 示 さ れ て い る 動 作 と は 異 な る 部 分 に つ い て 説 明
し 、 同 様 な 部 分 に つ い て は 上 記 の 説 明 を 援 用 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 有 効 表 示 期 間 T1の 終 わ り で は 、 垂 直 同 期 信 号 Vsyncの レ ベ ル が 低 電 圧 に 変 化 す る 。 そ れ
と 共 に 、 図 8に 示 さ れ て い る よ う に 、 最 後 の 行 （ ｎ 番 目 の 行 ） の 走 査 信 号 線 Vgnに 対 す る タ
ー ン オ ン 電 圧 Vonの 印 加 が 終 了 し た 時 点 に 、 発 光 駆 動 部 700が 1番 目 の 発 光 信 号 線 E 1 で 、 発
光 信 号 Ve1の レ ベ ル を 第 ２ 電 圧 V2に 変 化 さ せ る 。 以 下 、 所 定 の 時 間 が 経 過 す る ご と に 、 2番
目 以 降 の 発 光 信 号 線 E i （ i＝ 2、 … 、 n） で 順 番 に 、 発 光 信 号 Veiの レ ベ ル を 第 ２ 電 圧 V2に 変
化 さ せ る 。 発 光 駆 動 部 700は 更 に 、 各 発 光 信 号 Veiの レ ベ ル を 同 じ 時 間 ず つ 第 ２ 電 圧 V2に 維
持 す る 。 そ れ に よ り 、 有 機 発 光 素 子 LDが 発 光 し な い 期 間 、 す な わ ち 、 画 素 の 輝 度 が 最 低 （
ブ ラ ッ ク ） に 維 持 さ れ る 期 間 が 、 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 行 ご と に 少 し ず つ シ フ ト す る 。 表 示
パ ネ ル 300が ブ ラ ッ ク 映 像 を こ の よ う に 表 示 し て も 、 イ ン パ ル ス 駆 動 に よ る 残 像 抑 制 効 果
は 十 分 に 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 発 明 の 上 記 の 実 施 形 態 に よ る 有 機 発 光 表 示 装 置 で は 、 第 １ キ ャ パ シ タ Crefが イ ン パ ル
ス 駆 動 の 実 現 に 効 果 的 で あ る こ と が 、 次 の よ う な シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 結 果 か ら 明 ら か に さ
れ て い る 。
　 図 9A及 び 図 9Bは 、 本 発 明 の 上 記 の 実 施 形 態 に よ る 有 機 発 光 表 示 装 置 に つ い て 、 シ ミ ュ レ
ー シ ョ ン で 得 ら れ た 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの 制 御 端 子 n1の 電 圧 及 び 駆 動 電 流 I L D の 波 形 図 で
あ る 。 図 9Aに は 、 発 光 信 号 Vei、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの 制 御 端 子 n1の 電 圧 Vn1、 及 び 対 照 電
圧 V0の 各 時 間 変 化 が 示 さ れ て い る 。 図 9Bに は 、 駆 動 電 流 I L D 、 及 び 対 照 電 流 I0の 各 時 間 変
化 が 示 さ れ て い る 。 こ こ で 、 対 照 電 圧 V0と 対 照 電 流 I0と の そ れ ぞ れ は 、 各 画 素 か ら 第 １ キ
ャ パ シ タ Crefを 除 い た 場 合 で の 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの 制 御 端 子 n1の 電 圧 及 び 駆 動 電 流 I L D
を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 9Aに 示 さ れ て い る よ う に 、 対 照 電 圧 V0は 、 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Qsを 通 し て 供 給
さ れ る デ ー タ 電 圧 に 応 じ 、 約 0.3msの 期 間 ご と に 異 な る レ ベ ル に 維 持 さ れ て い る 。 対 照 電
圧 V0は 特 に 、 次 の デ ー タ 電 圧 が 供 給 さ れ る ま で 同 一 の レ ベ ル に 維 持 さ れ て い る 。 一 方 、 対
照 電 流 I0は 対 照 電 圧 V0の 上 記 の 変 化 に 合 わ せ 、 図 9Bに 示 さ れ て い る よ う に 、 約 0.3msの 期
間 ご と に 異 な る 量 に 維 持 さ れ て い る 。 特 に 、 対 照 電 圧 V0と 同 様 に 、 次 の デ ー タ 電 圧 が 供 給
さ れ る ま で 、 対 照 電 流 （ I0は 一 定 に 維 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 各 画 素 に 第 １ キ ャ パ シ タ Crefが 設 け ら れ て い る 場 合 、 発 光 信 号 Veiが 、 第 １ キ ャ パ シ タ C
refを 通 し て 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの 制 御 端 子 n1に 対 し て 印 加 さ れ る 。 こ こ で 、 発 光 信 号 Vei
は 図 9Aに 示 さ れ て い る よ う な 矩 形 パ ル ス 列 で あ り 、 そ の パ ル ス 間 隔 が 約 0.3msで あ る 。 更
に 、 第 １ 電 圧 V1が 0Vに 設 定 さ れ 、 第 ２ 電 圧 V2が 約 － 25Vに 設 定 さ れ て い る 。 図 9Aで は 例 え
ば 、 発 光 信 号 Veiの レ ベ ル が 0Vに 維 持 さ れ て い る 時 刻 t1に 新 た な デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ 、
駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの 制 御 端 子 n1の 電 圧 が 約 15Vま で 上 昇 す る 。 そ れ に よ り 、 図 9Bに 示 さ
れ て い る よ う に 、 駆 動 電 流 I L D が 1.1μ A～ 1.2μ Aま で 増 大 す る 。 そ の 状 態 が し ば ら く 維 持
さ れ た 後 、 時 刻 t2で 発 光 信 号 Veiの レ ベ ル が 約 － 25Vま で 下 降 す る 。 そ の と き 、 図 9Aに 示 さ
れ て い る よ う に 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの 制 御 端 子 n1の 電 圧 Vn1は 対 照 電 圧 V0と は 異 な り 、
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約 2Vま で 下 降 し 、 発 光 信 号 Veiが 再 び 0Vに 復 帰 す る 時 刻 t3ま で そ の レ ベ ル に 維 持 さ れ る 。
こ こ で 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの 閾 値 電 圧 は 2Vよ り 十 分 に 高 く 設 定 さ れ て い る の で 、 駆 動 ト
ラ ン ジ ス タ Qdの 制 御 端 子 n1の 電 圧 Vn1が 上 記 の よ う に 下 降 す る の に 合 わ せ 、 図 9Bに 示 さ れ
て い る よ う に 、 駆 動 電 流 I L D が 約 0Aま で 減 衰 す る 。 従 っ て 、 有 機 発 光 素 子 LDの 発 光 が 停 止
す る 。 こ う し て 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で は 、 第 １ キ ャ パ シ タ Crefの 作 用 に よ り 、 発 光 信 号 Ve
iの レ ベ ル が 第 ２ 電 圧 V2（ 約 － 25V） に 維 持 さ れ る 期 間 （ t2－ t3） ご と に 画 素 が 実 際 に ブ ラ
ッ ク を 表 示 す る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 し た 。 し か し 、 本 発 明 の 技 術 的 範
囲 は 上 記 の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 特 許 請 求 の 範 囲 に 定 義 さ れ て い る 本 発 明
の 基 本 概 念 を 利 用 し た 、 当 業 者 に よ る 様 々 な 変 形 及 び 改 良 も ま た 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に
属 す る と 解 さ れ る べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 形 態 に よ る 有 機 発 光 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 形 態 に よ る 有 機 発 光 表 示 装 置 に 含 ま れ る 一 つ の 画 素 の 等 価 回
路 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 形 態 に よ る 有 機 発 光 表 示 装 置 に 含 ま れ る 表 示 パ ネ ル の 平 面 図
【 図 ４ 】 図 3に 示 し た 表 示 パ ネ ル の 折 線 IV－ IVに 沿 っ た 断 面 の 展 開 図
【 図 ５ 】 図 3に 示 し た 表 示 パ ネ ル の 折 線 V－ Vに 沿 っ た 断 面 の 展 開 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 形 態 に よ る 有 機 発 光 素 子 の バ ン ド 構 造 の 概 略 を 示 す 模 式 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 形 態 に よ る 有 機 発 光 表 示 装 置 の 動 作 を 示 す 、 各 信 号 の 波 形 図
【 図 ８ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 形 態 に よ る 有 機 発 光 表 示 装 置 の 他 の 動 作 を 示 す 、 各 信 号 の 波
形 図
【 図 ９ Ａ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 形 態 に よ る 有 機 発 光 表 示 装 置 に つ い て 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
に よ っ て 得 ら れ た 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ の 制 御 端 子 の 電 圧 変 化 を 示 す 波 形 図
【 図 ９ Ｂ 】 本 発 明 の 一 つ の 実 施 形 態 に よ る 有 機 発 光 表 示 装 置 に つ い て 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
に よ っ て 得 ら れ た 駆 動 電 流 の 波 形 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 81、 82　 接 触 補 助 部 材
　 85、 86　 連 結 部 材
　 110　 基 板
　 121　 走 査 信 号 線
　 122　 発 光 信 号 線
　 123、 125　 突 出 部
　 124a　 第 １ 制 御 電 極
　 124b　 第 ２ 制 御 電 極
　 129、 179　 端 部
　 140　 ゲ ー ト 絶 縁 膜
　 154a　 第 １ 半 導 体
　 154b　 第 ２ 半 導 体
　 163a、 165a　 第 １ 抵 抗 性 接 触 部 材 の 対
　 163b、 165b　 第 ２ 抵 抗 性 接 触 部 材 の 対
　 171　 デ ー タ 線
　 172　 駆 動 電 圧 線
　 173a　 第 １ 入 力 電 極
　 173b　 第 ２ 入 力 電 極
　 175a　 第 １ 出 力 電 極
　 175b　 第 ２ 出 力 電 極
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　 176　 維 持 電 極
　 180　 保 護 膜
　 181、 182、 184、 185a、 185b、 187、 188　 接 触 孔
　 191　 画 素 電 極
　 270　 共 通 電 極
　 300　 表 示 パ ネ ル
　 361　 隔 壁
　 370　 有 機 発 光 部 材
　 390　 密 封 部 材
　 165　 開 口 部
　 400　 走 査 駆 動 部
　 500　 デ ー タ 駆 動 部
　 600　 信 号 制 御 部
　 700　 発 光 駆 動 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(15) JP 2007-156476 A 2007.6.21



【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ Ａ 】 【 図 ９ Ｂ 】

(16) JP 2007-156476 A 2007.6.21



フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６８０Ｇ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４２Ｄ          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　　          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４１Ｒ          　　　　　

(72)発明者  朴　慶　泰
            大韓民国京畿道議政府市虎院１洞フンファブラウンアパート２０１号
(72)発明者  尹　寧　秀
            大韓民国ソウル市東大門区祭基１洞ハンシンアパート１０９棟１８０１号
Ｆターム(参考) 3K107 AA01  BB01  CC02  CC31  CC36  EE04  HH04  HH05 
　　　　 　　  5C080 AA06  BB05  DD01  DD22  EE19  JJ02  JJ03  JJ04  JJ06  KK02 
　　　　 　　        KK43 

(17) JP 2007-156476 A 2007.6.21



专利名称(译) 显示装置及其驱动方法

公开(公告)号 JP2007156476A 公开(公告)日 2007-06-21

申请号 JP2006325161 申请日 2006-12-01

[标]申请(专利权)人(译) 三星电子株式会社

申请(专利权)人(译) 三星电子株式会社

[标]发明人 成始徳
金南徳
朴慶泰
尹寧秀

发明人 成 始 徳
金 南 徳
朴 慶 泰
尹 寧 秀

IPC分类号 G09G3/30 G09G3/20 H05B33/14

CPC分类号 G09G3/3233 G09G3/3291 G09G2300/0465 G09G2300/0852 G09G2300/0876 G09G2310/063 
G09G2320/0261 H01L27/3244

FI分类号 G09G3/30.J G09G3/20.624.B G09G3/20.612.T G09G3/20.660.V G09G3/20.621.M G09G3/20.680.G 
G09G3/20.642.D H05B33/14 G09G3/20.641.R G09G3/3233 G09G3/3266 G09G3/3275 G09G3/3291

F-TERM分类号 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/CC02 3K107/CC31 3K107/CC36 3K107/EE04 3K107/HH04 3K107
/HH05 5C080/AA06 5C080/BB05 5C080/DD01 5C080/DD22 5C080/EE19 5C080/JJ02 5C080/JJ03 
5C080/JJ04 5C080/JJ06 5C080/KK02 5C080/KK43 5C380/AA01 5C380/AB06 5C380/AB12 5C380
/AB18 5C380/AB22 5C380/AB23 5C380/AB34 5C380/AC04 5C380/AC07 5C380/AC08 5C380/BA28 
5C380/BB22 5C380/BE01 5C380/BE05 5C380/BE11 5C380/CA08 5C380/CA12 5C380/CB01 5C380
/CB19 5C380/CB26 5C380/CB31 5C380/CC02 5C380/CC26 5C380/CC27 5C380/CC33 5C380/CC42 
5C380/CC62 5C380/CD022 5C380/CE20 5C380/DA02 5C380/DA06 5C380/DA42 5C380/DA49

优先权 1020050118227 2005-12-06 KR

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种能够在保持亮度和数值孔径高的同时执行脉冲
驱动的有机发光显示装置。解决方案：在本发明的显示装置的每个像素
处，驱动晶体管响应于通过开关晶体管从外部提供的数据电压向发光元
件提供驱动电流。此外，每个像素设置有第一电容器，并且驱动晶体管
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